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本書は、三重県一志郡一志町井生に所在する笹遺跡の発掘調査結果をまとめたもので、平

成 9年度県営土地改良総合整備事業に係る発掘調査報告書である。

本調査は、三重県教育委員会が三重県農林水産部より執行委任を受けて、平成 9年度県営

土地改良総合整備事業に伴って実施し、調査費用は、その一部を国庫補助金を受け三重県教

育委員会が、他を三重県農林水産部と地元市町村が負担した。

調査の体制は以下のとおりである。

調

調
査

査

調 究

主

担
体

当

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

調査第一課 主事 中川 明

期 間 平成 9年11月10日～平成 9年12月15日
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調査にあたっては、三重県農林水産部農地整備課、津農林水産事務所、井生地区改良区、

一志町教育委員会および地元の方々に協力をいただいた。また、参考資料を小田光夫氏より

借用した。

発掘調査後の遺物整理は、上記担当者のほか、資料普及グループ職員が補助した。

本書の執筆、編集および遺物写真撮影は、中川が担当した。遺物実測およびトレースは資

料普及グループ職員が補助した。
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本書で示す方位はすべて真北を用いた。なお、磁北は 6°20'西偏（平成 6年10月） して

いる。

8
 

本文で用いた遺構表示略記号は、下記の通りである。

SB: 掘立柱建物 SD: 自然流路、溝 SK: 土坑 Pit : 柱穴、小穴

， 
10 

11 

本書で報告した記録及び出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。

写真図版の遺物番号は、実測図の番号と対応している。

スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、スケールバーを参照ください。
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I 調査の契機

1 契

笹遺跡は、一志郡一志町井生に所在する。一志町

の遺跡番号20の周知の遺跡である。本調査は、平成

9年度土地改良総合整備事業に伴って実施するもの

である。調査に先立って、平成10年度の事業照会を

受けて平成 8年2月に、試掘調査を実施した。その

結果、当遺跡で小穴、土坑から土師器、瓦器椀、山

茶椀、笠月遺跡では、土師器甕．鉢、高畑遺跡では

機

灰釉陶器椀、山茶椀が確認された。このことから古

代から中世にかけての遺構が付近一帯に広がること

が明らかになった。

これを受けて、県農林水産部と文化財保護の協議

を重ねてきた。その結果、東西に縦貰する農道部分

の路床改良が遺構面に及ぶため、滅失する部分につ

いて本調査を実施することになった。

2 調査の経緯

(1) 調査の行程

調査は、遺跡面積約6,000面のうち当事業により削

平される410rri勺こついて実施した。調査期間は平成 9

年11月10日～同年12月15日の20日間である。

調査日誌（抄）

11月10日 重機による表土掘削開始。

11月12日 表土掘削終了。

11月18日 作業開始。北壁土層断面図作成準備。

11月20日 トレンチ掘削。土層断面図作成。 12-----

15列グリッド遺構検出。

11月21日 15列グリッド黒褐色土上で弥生土器散

布。

11月25日 B区21グリッドで弥生土器出土。

11月28日 22----25列グリッド掘削、検出。

12月2日 14~16列グリッド再検出。土層断面図

作成続行。

12月3日 14列の掘立柱建物検討。遺構平面図作

成準備。

12月5日 ローリングタワー設営。遺構写真撮影。

12月10日 遺構平面図作成続行。

12月12日 遺構レベル測定。

12月15日 5 -10列グリッド断ち割り。

発掘用具片付け。作業員終了。

(2) 調査の方法

A 調査区の設定

調査区は、現農道のセンターラインを基軸に 4X

4mのメッシュに区切り、東から西に 1-29の番号

-1-

を、南から北にA-Bのアルファベットを与えた。

これをグリッド名で呼称した。

B 遺構図面について

調査区全体の平面図は縮尺 1/20で作成した。土

層断面図も同縮尺を用いた。

c 掘削について

掘削方法は、表土・旧耕作土を重機で、包含層以

下、遺構までを人力で行った。なお、調査を補助し

ていただいたのは、井生地区在住の方々である。記

して感謝します。

青木忍、青木ハナ子、伊勢野博、川尻厚巳、須藤

英太郎、田中兄男、中山アサカ、服部文子、藤岡計

治、平山悟、山岡富美子。

(3) 文化財保護法に関する諸通知

文化財保護法（以下、法）等にかかる諸通知は、

以下により文化庁長官等あてに行っている。

・法第57条の 3第 1項（文化庁長官あて）

平成 9年11月14日付教文第555号（県知事通知）

・法第98条の 2第 1項（文化庁長官あて）

平成 9年11月14日付教文第554号（県教育長通知）

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（久居警

察署長あて）

平成10年 1月29日付教埋第11-48(県教育長通知）



n 位置と環境

1 位置と地形

雲出川は、高見山脈の一峰三峰山に源を発し、一

志郡東部で波瀬川と合流する。合流地点から 7km西

方に笹遺跡 (1)は位置する。標高は、平均33mで、

周辺の水田との比高差は lm未満である。

当遺跡は、昭和45年の農業構造改善事業により整

備され、桑畑から雲出川右岸段丘上に広がる水田、
① 

又は畑地と変化している。一志町、白山町において

は、近年の発掘調査例は少なく、具体的な地域の歴

史については解明されていない部分が多い。以下、

雲出川流域に着目し、歴史を概略、記述する。

2 歴史的環境

(1) 弥生時代

弥生時代には、当地区から白山町を含む広い範囲

で遺物が分布する。雲出川右岸の高畑遺跡 (2) か
② 

ら前期新段階の土器や、笠月遺跡 (3)、宮ノ東遺跡

(4)から中期～後期の壺が採集されている。白山町

の和遅野遺跡 (5)は、古墳時代まで連続する複合
③ 

遺跡としても知られている。竪穴住居 3棟と早期～

後期の遺物が確認されている。左岸の低位丘陵に広

がる白山町亀ケ広遺跡 (6)では、竪穴住居 3棟が
④ 

確認され、弥生時代前期の壺が出土している。当代

の拠点的な集落として注目される。周囲を丘陵で囲

まれた小山地区でも、弥生時代中期～後期の方形周
⑤ 

溝墓や土坑が鳥居本遺跡から検出されている。どれ

も段丘上での弥生文化や拠点的な集落の形成過程を

明らかにした事例である。

(2) 古墳時代

古墳時代に入ると、低位丘陵や雲出川の段丘平坦

面にも大小様々な古墳が築造されてくる。井関地区

のユガミ谷古墳群 (7)は、両袖式の横穴式石室を

有する古墳で、現地産の「井関石」を側壁に使用し

第 1図 遺跡位置図 (1: 50,000) [国土地理院「大仰」「二本木」 1: 25,000による］
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たものとして特筆される。当地区南山麓の上井生古

墳群 (8)では、横穴式石室を含む11基が確認され

た。内部から須恵器杯類等、 6世紀初頭の遺物が出
⑥ 

土している。亀ケ広古墳 (9)は、

集墳で、直径が20mにおよぶ円墳が確認されている。

3基からなる群

須恵器と金環が出土している。それぞれ各地域の支

配層を考える上で重要視される。

(3) 飛鳥時代～奈良時代

この時代の集落跡は、鳥居本遺跡で確認されてい

る。 6棟の竪穴住居とそれに伴う須恵器や土師器杯

が出土している。文献では聖武天皇は天平年間に和

遅野で狩猟を行ったり、「河口」 (10) を頓宮の場所
⑧ 

に選定し、伊勢に詣でられたと伝えられている。

(4) 平安時代～鎌倉時代

から構造的には簡
⑨ 

素ながら竪穴住居が確認されている。高野地区の寺

南家城地区の野田浦遺跡 (11)

家遺跡では掘立柱建物とそれに伴う土師器杯が出土
⑩ 

しており、ともに庶民の生活の様子が窺える。また

近年、井生・大仰・高野地区の発掘調査で瓦器や黒

色土器の出土例も数多く公開され、それらから畿内
⑪ 

的な要素の一端が認められる。「続日本紀」によると、

平安時代、一志町は斎王群行のルートとなり、一志

と川口が頓宮に選定されたとある。都への退下の道
⑫ 

筋としては聖武天皇の逆ルートを辿ることになる。

「成願寺文書」 (12)の天文三年条には、徳政令に関

する抗争の内容が記されている。小倭郷（現白山町）

の対岸にあたる井生の岸田八郎左衛門尉が老分衆か

らの裁許状によって森地を奪回した例が紹介されて

いる。北畠氏の被官間で取り交わされた私徳政の一

例とも言えよっ。
‘⑬ 

(5) 安土・桃山時代

安土・桃山時代には織豊政権が確立される。当地

区も強い影響を受ける。一志郡内に配属された諸大

名のうち、信長の時代に岸和田代官松浦宗清が一万

石を転封され、井生を治める。居城は豊臣、徳川方

の勢力が伯仲したなかでは築けなかったらしく、現
⑭ 

在確認することはできない。なお、当代以降の歴史

については一志町史に詳しく記されている。

〔註〕

① 「一志町のほ場整備事業」「一志町史」下巻、一志町教育委員会、昭和56年

②北田 宏他 i高畑古墳発掘調査報告j一志町教育委員会、 1982

③稲生進一「和遅野遺跡発掘調査報告j白山町教育委員会、 1975

④ 「縄紋式文化時代」「白山町文化誌j白山町教育委員会、昭和48年

大三村「一志郁史下巻」一志郁史編纂委員会、昭和30年
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基本的層序と遺構

ー 層 序

調査区は、遺跡全体のほんの一部分に過ぎず、北

端の細長い場所に設定した。現況は農道を挟んで、

南側は水田、北側は狭い畑地である。既述したが、

昭和45年時の農地整備により基盤層まで削平が及び、

遺構全体が把握できない部分があった。南壁は側溝

が通り、削平が激しく遺構、土層の観察が不明瞭で

あった。東半部分で観察した耕作土直下の青灰色土

は旧耕作土と判断した。以下、基本的な層序を順に

記述する。

第 1層：茶褐色土

第 2層：青灰色土（東半部の耕作土）

第3層：褐色土

第 4層：黄褐色土（基盤層）

第 5層：黒褐色土

2
 

遺 構

今回の調査では、弥生時代中期、および鎌倉時代

から室町時代の遺構を確認した。掘立柱建物、士坑

と溝が中心である。時代順に以下、記述する。

(1)弥生時代の遺構

A
 

土坑

SK 10 (第 5図） A列16グリッドで検出した。縦

2.lm、横1.2m、深さ40cmの楕円形の遺構である。

検出面の層位が漸移的で不明瞭であった。茶褐色の

埋土から弥生土器壺（図28)が完形で出土した。

(2)鎌倉時代～室町時代の遺構

A
 

掘立柱建物

SB 12 (第 5図）

した。東西 3間、南北 1間以上の建物である。棟方

向はN25°Wを示す。柱間寸法は、桁行、梁行とも

A・B列12-14グリッドで検出

に1.5mの等間である。建物の半分は調査区外へ広が

る。遺構から15世紀末の南伊勢系土師器が出土して

いる。

B列7-----8グリッドで検出した。

東西 3間、南北 1間以上の建物である。棟方向はN

20°wを示す。柱間寸法は、桁行、梁行ともに2.lm

SB 11 (第 5図）
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の等間である。建物の半分は調査区外へ広がる。柱

掘形は径30cmの後の円形である。時期は不明である

が、 SB12と方向や埋土が同一であることから同時

期の遺構であるとみられる。

B 溝

SD4 A・B区23-----25グリッドで検出した。 L字

形に屈曲して流れる溝である。最大幅0.8m、深さ30

cmの屈曲部でSD13と重複する。流路の方向及び埋

土の状況から SD6に接合する溝である。

SD6 B区18-----19グリッドで検出した。幅0.6m、

深さ15cmである。東方は調査区外へ広がる溝である。

西端は、 SD4と接合する遺構であると考えられる。

SD7 A・B区28-----29グリッドで検出した。調査

区を南北に横断する溝である。最大幅3.8m、深さ70

cmの遺構である。暗褐色土の埋土から12世紀末の山

茶椀が出土している。

SD8 SD7と同方向の溝である。北半分は削平

~ SB 11 

la.'la. 

~ __ ... ____ 

~ 

/a. lea. 
a 

゜

を受けている。幅0.7m、深さ30cmの遺構である。遺

物は小片で詳細は不明であるが、 SD7と同時期の

遺構であろう。

SD9 調査区外へ流れる溝である。幅0.4m、深さ

20cmの浅い遺構である。 SD8に比べやや南に振る

が同時期の遺構である。

SD 13 A・B区25-----26グリッドで検出した。 SD

4に重複する北壁付近は急に深くなり、埋土も黒褐

色に一変している。 SD4と同経路で調査区に流入

したかと考えられる。

c 土坑

SK3 A・B区22・23グリッドで検出した。縦 1

m、横0.8m、深さ40cmの遺構である。 SD2及びS

D14の合流地点に掘られた遺構である。

SK5 B区23グリッドで検出した。東西1.4m、南

北1.2m以上、深さ50cmの、半分は、南側へ広がる。

(J) 
叶 吋

パ

a 

-=-

鵬
b 

i 2 m 

曲

冒
4m 

第 5図 SK 10 、 S811•12実測図 (S KlOは1: 80、他は1: 100) 
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lV 
遺 物

調査区全体から出土した遺物はコンテナバットで

8箱である。遺構出土の遺物は全体の 2割程であっ

た。遺構は不明瞭であったが、第 3層で純粋な弥生

土器の散布が見られた。以下、時代順に記述する。

なお、遺構出土の遺物は、個々に明記した。

1 縄文～弥生時代の遺物

縄文土器深鉢 (4・9・27)は体部片である。

(4・27)の体部外面には、ヨコ方向の羽状縄文が

施される。その後ヨコ方向に 1条の沈線文が入る。

(27)の外面は風化がより激しい。器厚は薄い。

(9) は外形は直線的で、口径は大きい。外面にヨ

コケズリ後粗いタテ方向のミガキが施されている。

弥生土器壺蓋 (1)の外面には放射状にハケメが

施されている。

弥生土器壺 (2) は外面にナナメ方向のハケメが

施され、その後ヨコ方向の沈線文が施される。

(3・6)は同タイプの貝殻文を施す。上下段の櫛

描文に先行してその間に斜格子文が施されているの

が特徴的である。ともに風化が激しい。

(5) ナナメ方向のハケ調整の後、上部にヨコ方向

のヘラミガキが施されている。

(8)は口縁端部ほど肥厚して、立ち上がり外側に

面をもつ。内外面ともにハケメ調整されている。外

面には、浮文がつく。さらに V字状のエ具痕が観察

される。垂下した下端部はナデ調整され、ナナメ方

向からのキザミが施される。第III様式の古段階期に
⑮ 

相当する。納所遺跡、下之庄東方遺跡でも同タイプ

のものが見られる。

(10) は広口壺である。頸部から口縁部へと厚みが

増し、端部に波状の刺突文を施す。第III様式の新段

階期に相当する。

弥生土器甕 (7)は (12)同様の甕である。内外

面ともに粗いハケメが施され、口縁端部はキザミが

観察される。

(11)の口縁はやや外反して、肥厚する。内面はヨ

コハケ調整後に指オサエが施されている。第III様式

の範疇である。

(12)はいわゆる「大和型」の甕である。口縁が緩

く外反して端部は、引き延ばされて垂れ下がる。細

かいキザミメを施す。内外面にはやや粗いハケメを

施す。

(13)は口縁が外に強く押し出される。外面にはタ

テ方向、内面にはヨコ方向の粗いハケメが施されて

いる。

(14)は口縁はヨコナデにより押し出され、端部は

垂れ下がる。エ具による押圧痕がみられる。

(15)は体部片である。外面にタテハケ調整の後、

工具による波状文が施されている。

(16-18)は甕の口縁部である。ともに外面にはタ

テ方向の粗いハケメが強調され、上端部に突帯が貼

りつけられている。内面にも粗いハケメが施されて

いる。 (19) と同時期とみられる。

(19)の口縁は立ち上がる。口縁部の外面上部に突

帯がつく。

(20)は頸部残片である。外面にヨコ方向の櫛描直

線文が施されている。上端に突帯貼りつけ後、指で

押圧が施されている。内面は一部、ナナメ方向のハ

ケメが施されている。

(21)は壷の頸部である。櫛描直線文が外面に施さ

れている。内面はヨコナデされている。

(22・23)の外面にはヨコ方向の櫛描直線文が施さ

れている。

(24-26)は底部残片である。 (24・25)の外面のハ

ケ調整は下端部まで及んでいる。

(28)はSKlOから出土した完形品である。体部外

面の施文が特徴的で、ヘラミガキ後に櫛描横線文が

施される。タテ方向に 1条のヘラミガキが併せて 6

本、等間隔に配られている。本例は、一志町鳥居本

遺跡⑯、津市納所遺跡⑰、鈴鹿市上箕田遺跡出土の遺物⑱

と併行する。

2 奈良時代～中世の遺物

土師器杯 (29・30)は杯A、杯Bである。 (29)の

底部外面は、オサエ後ナデ調整されている。口縁端

部はナデられて、外方に引き出される。若干、丸み

を帯びる。内面に施された斜放射状 1段の暗文はロ

縁端部までは及ばない。
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(30)は口縁端部は内傾ぎみに引き出され、丸みを

帯びる。高台はヨコナデされ、接地部はやや丸みを

帯びる。内面は、口縁端部近くから螺旋状 1段の暗

文、及び斜放射状 1段の暗文が施される。平城編年
⑲ 

のIV期に相当する。

土師器甕 (31)の体部から口縁にかけてやや肥厚

する。端部はヨコナデされ、外反して丸みを帯びる。

内面は、全体がヨコハケ調整されている。

須恵器壺 (32)は基部から体部の残片である。内

外面ともにロクロナデされている。体下部はロクロ

ケズリが施される。

須恵器杯B (33)の高台はロクロナデされ、外方

に引き出されて丸みを帯びる。接地部が右上がりに

なる。

土師器皿A (34)の底部から口縁にかけてほぼ立

ち上がり、内側に稜をもつ。放射状の暗文が施され

ている。 SK5から出土した。平城編年第m段階期

に相当する。

山茶椀 (35・36)はともに底部残片である。

(35)の高台は安定している。底部は糸切り未調整

である。 SD4から出土した。藤澤編年の第 5型式
⑳ 

の範疇である。 (36)の口縁から身込みにかけての厚

みが一定している。高台は貼り付け後ナデている。

籾殻痕がみられる。 SD7から出土した。藤澤編年

の第 6型式に相当する。

須恵器鉢 (37)の同時期の遺物は他に出土してい

ない。口径17.0cmである。外面の体下半部以下にロ

クロケズリが施される。

v 調杏のまとめ

1 弥生時代の遺物について

包含層から出土した小片が多かった。しかし、土

器の特徴を観察すると前期から後期に及ぶ土器相で

あると確認できた。特に畿内第11I様式の型式を模倣

しながら、在地的な形を表現した土器が多数みられ

た。例えば完形で出土した遺物No.28は、櫛描横線文

と口縁部に用いた波状文の盛行とヘラミガキを併行

しながら頸部以下にハケメを組み合わせた調整方法

とっていた。

2 弥生時代・中世の遺構について

今回の調査は面積的に制約をうけたものであった

が、弥生時代の土坑 1基と中世の掘立柱建物を 2棟

確認することができた。以下各時代をまとめた。

弥生時代には、①笹遺跡全体が雲出川右岸の段丘

〔註〕

平坦面に広がっていたこと、②水利面において各時

期好条件であったこと、③昭和31年に笹遺跡（遺跡

の西端）の溝状の遺構から磨製石斧等が採集されて
⑪ 

いること、④和遅野遺跡、亀ケ広遺跡で竪穴住居が

多数確認されていること、から住居群、もしくは小

規模な集落が形成されていたと考えられる。

住民の聞き取りから、中世以降は、⑤調査区の南

側に古い寺院があり、その周辺に集落があったこと、

⑥中世の溝状の遺構から山茶椀、南伊勢系土師器等

が出土したことや本調査で関連の掘立柱建物が確認

されたこと、から中世にも集落は存在していたと考

える。しかし、近世になると現在の井生地区の所在

する低位丘陵の南麓に移ったと考えられる。

⑤川北秀実他「鳥居本遺跡」「近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告ー第 3分冊10-」三重県教育委員会、

三重県埋蔵文化財センター、 1992

⑥下村登良男「上井生 3号墳発掘調査報告」一志町教育委員会、 1971

⑦ 「古墳時代の遺跡と古墳」「白山町文化誌」白山町教育委員会、昭和48年

⑧ 「奈良時代の白山地域」⑦に同掲載

⑨小玉道明他「野田浦遺跡発掘調査報告」白山町教育委員会、 1971

⑩森川常厚「高寺・寺家遺跡発掘調査概要」三重県教育委員会、 1988

⑪伊勢野久好「高寺遺跡発掘調査報告J一志町教育委員会、 1991

⑫ 「古代の交通路」「一志町史」上巻、昭和56年

⑬池上裕子「村の徳政衆」「戦国の群像」日本の歴史10講談社、 1985

⑭井生村「三重県の地名」平凡社、 1983 
⑮井藤暁子「近畿 2~・4」「入門講座・弥生土器」考古学ジャーナル、 1981~ 1982 

藤田憲司「西日本の弥生土器の文様」「季刊考古学」雄山閣、 1987.5

⑯ と 同 掲 註

⑰伊藤久嗣「納所遺跡ー遺構と遺物一」三重県教育委員会、 1980

⑱仲見秀雄他「上箕田」弥生式遺跡第二次調査報告、鈴鹿市教育委員会・上箕田遺跡調査会、昭和45年

⑲ 「古代の土器 2・3」「都城の土器集成」古代の土器研究会、 1992

⑳藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」「研究紀要第 3号」三重県埋蔵文化財センター、 1996

⑪笹遺跡出土遺物は現在、小田光夫氏所蔵。
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No 懇 器 種 紺土位1 計測値 cm 
調整・技法の特徴 胎 土 焼成 色調 残存度 備 考

口径 器高

1 001-04 弥菌玉器 紬釦 閉爾 外内 ：： ナヨデコ、ナデタテ後ハヨケコハメケ やや密 並 琶蜘 2/3 

2 007-04 弥告土器 贔ヽ 外内：：斜ナ往ナハケメ、 沈線文 やや粗 並 橙色

3 007-06 弥菌土器
紺漏

酋準孟状ハケメ、沈線文 粗 並 琶虹 尉、と同一個

4 005-06 縄文土器
如 槌 土 含：罷禁斎土立i生、ヨコ沈線 やや密 並 蒻い

5 007-07 弥醤土器 騒層 外内：：へナナ乏ミガキ、斜行ハケメ やや粗 並
籠岱

6 007-05 弥告土器 緒層 酋：酵状ハケメ、沈線文 粗 並 麿虹 尉、と同一個

7 005-02 弥薔土器
雀 紺 釦 外内：：:IヨJJコl'rJナ、ナ一斜、行ヨ)コ¥ケハ｝ケキメザミ やや粗 並 蒻位

8 005-01 弥告土器
出 紺 釦 外内 ：： ヨヨコJ¥コ,rハ)ケクメテI¥り 、浮文 やや粗 並 蒻松

9 003-01 縄文土器
雀 紺 釦 含！郭、ケ否斐＼）タテミガキ 粗 並

嗣岱

10 004-01 弥告土器 却籠i土 18.0 外内：． ・タヨテコハハ年ダ、 刺突文 やや密 並 蒻い 1/6 

11 004-02 弥薔土器
紺 槌 土

24.3 酋：店腐~: 昇りi旨牙ば望刺突
やや密 並

贔岱
1/9 

12 002-03 弥薔土器 梓A1・17B 26.3 外内：：タヨテコハハ匁メメ 、キザミ やや粗 並 絨蓋位 1/8 

13 005-03 弥薔土器
雀 紺 紅 酋：認公努ヽキザミ やや密 並

贔岱

14 005-04 弥薔土器
雀 紺 釦 外内 ： ： 9ヨテJ¥コケ｝ナ干、 ヨヨJザコハ、押ケ月 やや粗 並 繭位

15 005-05 弥醤土器
桑 贔 釦 外内：：f旨オテハサ工ケ、メ、ナ渡ァ状文 やや密 並

籠岱‘

16 007-03 弥薔土器 包6含A層 羹帯’惰『：当轡焚雙吝、貼付
やや粗 並 恩黄褐

17 007-01 弥薔土器
雀!i 外内：：タヨテコハハ年メメ、貼付突帯 やや密 並 蒻い

18 007-02 弥薔土器 雀i, 外内：：タヨテコハハ匁メメ 、貼付突帯 やや粗 並
籠岱

19 002-02 弥薔土器
桑紺 釦 外内：．・タヨテコハハケケメメ 、キザミ 密 並 蒻ぃ

20 006-03 弥告土器
紬釦 含！置薗雙臀文、指オサエ やや粗 並 蒻位 頸部のみ残

21 001-03 麟ii器 雀紺怠土 珊g 符遵釈‘＆葎愕描横線文 やや粗 並 蒻い 頸部のみ残

22 006-01 弥告土器
出 紺 也 外内：：指ヘオラサ：：：：ェガ、キ、ナ櫛ナ描横線文 やや密 並 蒻松

23 006-02 弥醤土器
桑 紘 土 含泊丘堕紐雙炉ェ具ナデ

やや粗 並 麿黄橙

24 004-04 
蓄怯籠） 紺 槌 土 舟舟 酋：多委‘ケメ、ナデ やや粗 並 灰色 1/4 

25 004-06 
畠芍籠） 雀造 釦 呵月 酋：多委‘ケメ、ナデ やや粗 並 箪蓋位 1/4 

26 004-05 
畠芍鴇 雀 糾 釦 愕月

外内：： ナ夕乞ァハケメ、 ヨコナデ、 ナデ やや密 並 唇黄褐 1/4 

27 001-08 縄文土器 贔g土 外内：：ナヨナュナデ、 羽状文 (L/R) やや密 並
説岱

28 009-01 
弥嗣遁 §晶 ~:~ 27.5 

含¥y沃雙詞欝界芥：給げ如
やや粗 並 蒻ぃ 完存

轟欝月炉

29 004-07 環器 紺 籠 土
11. 8 2.8 外内：：ヨナコザナ、指オサエ、 ナデ やや密 並 橙色 1/4 斜放射状暗文

30 004-03 環器 雀 紺 釦
18.0 3. 7 如噂‘：翌炉＇｝、ヨ Jナデ、貼付 やや密 並

籍岱 欝覆貨襲斎文

31 001-01 遭器 紺i盈 18.0 外内：ヨコナデケ、メ タテハケメ 密 並 蒻ぃ 1/9 
：ヨコハ

32 002-01 嗜器 点紺紅 相希 外内：．・ロロククロロナナzァー、 ロクロケズリ 密 並 灰白色

33 001-05 嗜器 出 紺 釦 府男 外内 ：： ロロククロロナナ乞ァ 密 並 灰色

34 001-02 環器 籍§ 外内 ： ：3ヨコナコデ、ナデナデ、 ヘラケズリ 密 並 橙色 斜放射状暗文

35 001-06 
陶恩茶椀 S2 D4 A 4 房月 外内：：ロロククロロナナ乞ァ、回転糸きり 密 並 灰白色

36 001-07 
陶懇茶椀 § もり 舟舟 外内：：ロロククロロナナ乞ナ、回転糸きり 密 並 灰白色 籾殻痕あり

37 008-01 嗜器 §晶上面 16.0 外内．．：・ロロククロロナナzナ― 、ロクロケズリ やや粗 並 褐灰色 1/4 

第 1表出土遺物観察表
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報告書抄録

ふ り が な ささいせきはっくつちょうさほうこく

書 名 笹遺跡発掘調査報告

副 書 名

巻 次

シリーズ名 三重県埋蔵文化財調壺報告

シリーズ番号 1 6 6 -3 

編 著 者 名 中川 明

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川503番地 TEL 0596 -52 -1732 

発行年月日 西暦 1 9 9 9年 3月31日

ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査面積
調査期間

所収遺跡名 所在地 市町村 i遺跡番号
0 , ,, 0 , ,, m 2 

韮
し‘

属 い一ち志しぐ祁んい一ちし志ちょ町う

遺 24403 20 34° 136° 1997.11.10 4 1 0 m2 

あ字ざ井い生う

所収遺跡名 種 別

応世 遺 跡 集落跡

39' 23' I 

03" 13" 1997.12.15 

主な時代 主 な 遺構 主 な 遺物

弥生時代 士坑 1基 弥生土器壺

（畿内1I1様式）
室町時代 溝 5条

土師器鍋

掘立柱建物 2棟 山茶椀

平成 11(1999)年 3月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 8月にデジタル化しました。

三重県埋蔵文化財調査報告 166-3 

笹遺跡発掘調査報告
ー一志町井生一

1 9 9 9年3月

悶胃三重県埋蔵文化財センター

印刷光出版印刷株式会社

調査原因

平成 9年度県

営土地改良総

合整備事業

（井生地区）

特記事項

土製品は獣形

の可能性
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